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サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合わせ先や詳細が

掲載されています。 日本語サポートサイ ト を表示するには、 上記英語版サイ トから [ サポート ] をク リ ッ ク し、

[Software Support Online] をク リ ッ ク して ください。 サポートサイ トでは、 次のリ ンクが提供されています。

• [ 製品マニュアル ( 英語 )]

• [ ト ラブルシューティング ]

• [ ソフ ト ウェアパッチ ]

• [ 問題報告 ]

• [ ト レーニング ]

• [ サポート ニュース ]
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1

概要

本章では、 次の項目について説明します。

• サポート される MIB

• 機能と機能拡張 ( バージ ョ ン履歴 )

• 追加情報の入手先

サポート される MIB

Frame Relay CPE Datapipe は、 Frame Relay Report Pack 用の未処理のデータを収集します。 
Frame Relay CPE Datapipe は、 レポートパッ クで使用する唯一のデータソース と しても、 複数

のデータソースの 1 つと しても使用できます。 Frame Relay CPE Datapipe は、 以下の MIB を

ポーリ ングします。

• RFC 1315

• Cisco Frame Relay MIB

• Nortel/Bay FRSW MIB

• Nortel/Bay WAN780 MIB

デフォルトのポーリ ング周期は 15 分です。 デバイスが上記の MIB のいずれかをサポート してお

り、 デフォル ト設定に変更がなければ、 15 分ごとに MIB がポーリ ングされます。

機能と機能拡張

Frame Relay CPE Datapipe は、 インタフェースの再インデッ クス化と指定インスタンスポーリ

ングをサポート しています。 インタフェースの再インデッ クス化は、 固定属性を使用してインタ

フェースを識別するための機能です。 再インデッ クス化をサポート しているデータパイプは、 デ

バイスがリブート されてインタフェースの番号が変わっても、 そのインタフェースに接続できま
す。 指定インスタンスポーリ ングでは、 データ収集対象を一部のインタフェースだけに制限でき

ます。 データ収集対象はルールまたは特定の規定のいずれかで識別されます。 

Frame Relay CPE Datapipe は、 インタフェースの再インデッ クス化と指定インスタンスポーリ

ングに加えて、 次の機能を提供します。
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追加情報の入手先
• 5 つの事前パッケージ済みのポーリ ングルール ( 一般的な DIP 構成に基づく )

• 32 ビッ ト を超える MIB-II 値用の大容量カウンタ

• 認定情報速度 (CIR) 値の自動検出

• 廃棄適格フレーム数の自動検出

• このデータパイプでポーリ ングされる特定の OID に関する SNMP 収集の詳細

• データパイプを簡単に設定できる変更フォーム

2003 年 10 月にリ リースされたバージ ョ ン 3.0 の Frame Relay CPE Datapipe では、 サポート

されるデータベースプラ ッ ト フォームは Sybase のみでした。 2004 年 4 月にリ リースされたバー

ジ ョ ン 4.0 は、 Sybase に加えて Oracle データベース管理ソフ ト ウェアもサポート していまし

た。 RNS 6.0 (2004 年 8 月 ) では、 バージ ョ ン 4.0 は変更されずにリ リースされましたが、 RNS 
7.0 (2004 年 11 月 ) では重要度の低い不具合修正を含むバージ ョ ン 4.1 がリ リースされました。

追加情報の入手先

本マニュアルに関連する ドキュ メン トには次のものがあ り ます。

• 『Frame Relay Report Pack 4.0 ユーザーガイ ド』

• 『Interface Reporting ifEntry Datapipe ユーザーガイ ド』 

• 『Frame Relay Newbridge Datapipe 4.0 Release Statement』 ( 英語 )

• 『Frame Relay Stratacom Datapipe 4.0 Release Statement』 ( 英語 )

• 『Frame Relay Ascend Datapipe 4.0 Release Statement』 ( 英語 )

• RNS 7.0 のリ リース ノート (2004 年 11 月 ) 

中心となるプラ ッ ト フォームである OVPI のマニュアルと、 OVPI 上で動作するレポート機
能についてのマニュアルは、 次の Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]>[ 製品マニュアル ( 英語 )] と選択する と、 「Product manuals search」 のページが表示され

ます。 OVPI のマニュアルは、 [1. Product] で [Performance Insight] を選択する と表示されます。 
また、 レポートパッケージ関連は、 [Reporting and Network Solutions] を、 NNM 関連のマニュア

ルは、 [Network Node Manager] を選択する と表示されます。 日本語のマニュアルは以下の URL
から も入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html 

[Reporting and Network Solutions] の下の項目には、 発行年月が示されています。 ユーザーガイ ド

が改訂されて新しいものが公開される と、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ン番号が変わらない場合で
も、 発行年月が変わり ます。 改訂したマニュアルは定期的に公開されるため、 このサイ ト を見て
更新されていないかを確認して、 最新版でない可能性のある古い PDF を参照するのは避けてく

ださい。

インタフェースの再インデッ クス化は、 IFEntry Discovery Datapipe の機能で

す。 インタフェースの再インデッ クス化のし くみについては、 このユーザーガイ

ドを参照して ください。
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2

データパイプのインストール

本章では、 次の項目について説明します。

• 「Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のインス トール」

• 「Datapipe によるデータ収集の確認」

• 「Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のアンインス トール」 

バージ ョ ン 4.0 の Frame Relay Report Pack を最近インス トールした場合は、 Frame Relay 
CPE Datapipe 4.0 がすでにインス トールされている可能性があ り ます。 データパイプがインス

トールされている場合、 設定と ロギングレポート を開く こ とで、 データが収集されているかど う
かを確認できます。 データパイプをインス トールしたばかりで、 これを構成したいという場合に

は、 第 3 章 「データパイプの設定」 を参照して ください。

円滑なインストールのためのガイドライン

RNS 7.0 の CD を挿入し、 抽出インタフェースを起動し、 OVPI コンポーネン トのインス トール

を選択する と、 インス トールスク リプ トは CD からすべての OVPI パッケージを抽出し、 それを

システムの Packages ディレク ト リにコピーします。 この処理が終わる と、 インス トールスク リ

プ トは、 Performance Insight を起動してパッケージマネージャを開始するよ うに促します。 
パッケージマネージャのインス トールウ ィザードを使用する前に、 次のガイ ド ラ インを確認して
ください。

ソフ トウェアの前提条件

バージ ョ ン 4.0 の Frame Relay CPE Datapipe は、 OVPI 5.0 上で動作します。 バージ ョ ン 4.0
は、 次のパッケージを必要と します。

• Common Property Tables 3.0 以降

• Interface Reporting Report Pack 4.0 以降

• Frame Relay Report Pack 4.0

• IFEntry Discovery Datapipe 2.0 以降

次のパッケージは必須ではあ り ません。

• Interface Reporting ifEntry Datapipe 2.0 以降
9



Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のインストール
• Interface Reporting Devices (Interface Reporting に付属のサブパッケージ )

• Thresholds Module 5.0

アップグレードパッケージ

Frame Relay CPE Datapipe 4.0 には、 アップグレードパッケージはあ り ません。 現在このデー

タパイプの古いバージ ョ ンを使用している場合は、 まず初めにパッケージマネージャを実行して
現在のバージ ョ ンをアンインス トールして ください。 削除が完了したら、 パッケージマネージャ

を再起動し、 Frame Relay CPE Datapipe 4.0 をインス トールします。

Common Property Tables

Frame Relay CPE Datapipe バージ ョ ン 4.0 には、 Common Property Tables 3.0 以降が必要で

す。 Common Property Tables を使用していない場合は、 パッケージマネージャによ り自動的に

正しいバージ ョ ンがインス トールされます。 Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用

している場合は、 2.2 から 3.0 へのアップグレードパッケージをインス トールして、 バージ ョ ン

3.0 にアップグレード して ください。 Common Property Tables 3.0 をお使いの場合には、 バー

ジ ョ ン 3.5 にアップグレードするこ と もできます。 これらのアップグレードは、 Frame Relay 
CPE Datapipe をインス トールする前にインス トールして ください。

Common Property Tables のアップグレードパッケージのインス トールは簡単ですが、 インス

トールのガイ ドが必要な場合や、 このパッケージの動作について詳細を知りたい場合は、
『Common Property Tables 3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。 

分散環境

分散環境に Frame Relay CPE Datapipe 4.0 をインス トールする際は、 以下のガイ ド ラ インを使

用して ください。

• すべてのサーバーに OVPI 5.0 および OVPI 5.0 用のすべてのサービスパッ クがインス トー

ルされているこ とを確認して ください。

• データをポーリ ングするすべてのサーバーに Frame Relay CPE Datapipe をインス トールし

て ください。 中央サーバーがポーリ ングを行わない場合には、 中央サーバーにはデータパイ

プをインス トールしないでください。

• リ モートポーラーと して機能するサーバーにはデータパイプをインス トールしないでくださ
い。

Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のインストール

Frame Relay CPE Datapipe をアップグレードまたはインス トールする前に、 次のタスクを実行

します。

• 「OVPI Timer の停止と、 RNS CD からの OVPI パッケージの抽出」

• 「Common Property Tables 3.0 以降へのアップグレード」

• 「Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のインス トール」
10



第 2 章
タスク  1: OVPI Timer の停止と、 RNS CD からの OVPI パッケージの抽出

1 システムにログインします。 UNIX® システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows: 次を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX: root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 RNS CD を挿入します。 

Windows: [ メ イン メニュー ] が自動的に表示されます。 

UNIX: 

a CD をマウン ト します (CD が自動的にマウン ト されない場合 )。

b CD の ト ップレベルのディ レク ト リに移動します。

c ./setup を実行します。

4 選択フ ィールドに 1 を入力し、 [Enter] を押します。 

インス トールスク リプ トは進捗した割合をプログレスバーに表示します。 コピーが終わる
と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャ
の [ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます。

タスク  2: Common Property Tables 3.0 以降へのアップグレード

Common Property Tables の古いバージ ョ ンを使用している場合は、 Common Property Tables 
3.0 以降にアップグレード します。 アップグレードの際、 他のパッケージを同時にインス トール

しないでください。 Common Property Tables のアップグレードパッケージのみインス トールし

て ください。 パッケージマネージャによ りアップグレードの完了が通知されたら、 [ 完了 ] をク

リ ッ ク して [ 管理コンソール ] に戻り ます。 

Common Property Tables のアップグレードに関する詳細情報は、 『Common Property Tables 
3.5 ユーザーガイ ド』 を参照して ください。 現在、 Common Property Tables のどのバージ ョ ン

も実行していなければ、 このタスクはスキップして ください。 パッケージマネージャによ り自動

的に Common Property Tables がインス トールされます。

タスク  3: Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のインストール

1 パッケージマネージャを開始します。 パッケージマネージャの [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開

きます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ クする。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 デフォルトのインス トールディ レク ト リ を承認するか、

必要なら別のディ レク ト リ を選択します。 
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Datapipe によるデータ収集の確認
4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開きます。 OVPI アプ リケーシ ョ

ンサーバー用のユーザー名とパスワードを入力します。 

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 

6 [FRSCPE_Datapipe 4.0] パッケージの横のチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ タイプの検出 ] ウ ィンド ウが開きます。 パッケージのインス

トール直後に [ タイプの検出 ] を実行するには、 デフォルトのままにします。 

8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 

9 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開きます。 イン

ス トールが完了する と、 パッケージのインス トール完了メ ッセージが表示されます。

10 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

11 OVPI Timer を再起動します。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start

Datapipe によるデータ収集の確認

パッケージのインス トール中、 検出ファイルはシステムの OVPI¥scriptsディ レク ト リに置か

れます。 インス トール中にタイプ検出オプシ ョ ンを有効にする と、 インス トール後すぐにデータ

収集が開始されます。 タイプ検出オプシ ョ ンを有効にしなかった場合、 データ収集は後で自動的

に実行されます。
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第 2 章
インス トール中にタイプ検出を有効にした場合、 設定と ロギングレポート を開く こ とで、 データ
が収集されているかど うかを確認できます。 このレポートは、 Frame Relay CPE Datapipe 
(FRSCPE_Datapipe) フォルダーの下の Admin フォルダーにあ り ます。 

設定と ロギングレポート ( 下図参照 ) には、 プロパティテーブルの新しい行の初期設定と、 次に

Frame Relay Report Pack のデータ行とのマッピングが示されています。
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Datapipe によるデータ収集の確認
.
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第 2 章
Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のアンインストール

Frame Relay CPE Datapipe をアンインス トールするには、 次の手順を実行します。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 OVPI Timer を停止し、 プロセスが終了するのを待ちます。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 停止 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer stop

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer stop

3 [ 管理コンソール ] から、 パッケージマネージャを起動します。 パッケージマネージャの [ よ
う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [OVPI レポートの配布解除 ] ウ ィンド ウが開きます。

7 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ パッケージの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

8 FRSCPE_Datapipe 4.0 の横にあるチェッ クボッ クスをク リ ッ ク します。

9 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 選択の概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

10 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。 [ 進捗状況 ] ウ ィンド ウが開きます。 削除が完了する

と、 パッケージの削除完了メ ッセージが表示されます。

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

12 OVPI Timer を再起動します。

Windows では次の手順を実行します。

a [ コン トロール パネル ]>[ 管理ツール ]>[ サービス ] を選択します。

b サービスの一覧から [OVPI Timer] を選択します。

c [ 操作 ] メニューから [ 開始 ] を選択します。

UNIX では、 root で次のいずれかを実行します。

— HP-UX: sh /sbin/ovpi_timer start

— Sun: sh /etc/init.d/ovpi_timer start
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Frame Relay CPE Datapipe 4.0 のアンインス トール
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3

データパイプの設定

本章では、 次の項目について説明します。

• Frame Relay CPE Datapipe を設定するためのツール

• プロパティのインポート とエクスポート

• ログオプシ ョ ン

• データフ ィルタ リ ングオプシ ョ ン

• プロパティ規定オプシ ョ ン

• ポーリ ングポ リシーオプシ ョ ン

• アーカイブオプシ ョ ン

Frame Relay CPE Datapipe を設定するためのツール

Frame Relay CPE Datapipe を設定するには、 次の 2 つの方法があ り ます。

• コマンド行ユーティ リ ティ

• 「管理」 フォーム

フォームを使用する と、 データパイプ設定の特定の部分を簡単かつ迅速に行う こ とができます。

 コマンド行ユーテ ィ リテ ィの起動

ユーティ リ ティを起動するには、 次の手順に実行します。

1 OVPI 管理者 (UNIX では root) と してシステムにログインします。

2 次のいずれかのコマンドを実行します。

UNIX: $DPIPE_HOME/bin/perl $DPIPE_HOME/scripts/FRS_Config.pl

Windows: %DPIPE_HOME%¥bin¥perl %DPIPE_HOME%¥scripts¥FRS_Config.pl
17



Frame Relay CPE Datapipe を設定するためのツール
設定変更フォームの使用

次のオプシ ョ ンを修正するには、 下に示すフォームを使用します。

• ログレベル

• データフ ィルタ リ ング

• 準備

このフォームを開くには、 [ オブジェク ト / プロパティの管理 ] ウ ィ ンド ウで [ 全般的なタスク ] に
あるアイコンをダブルク リ ッ ク します。 フォームが開く と、 現在有効になっている設定が表示さ

れます。 また、 各オプシ ョ ンと可能な変更を説明するテキス ト も表示されます。 
18
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プロパティのインポート とエクスポート

フォームを使用して、 カスタマ名、 場所、 または各種インタフェースの属性を追加するこ とがで
きます。 ただし、 一括変更が必要な場合もあ り ます。 その場合、 タブ区切りのファ イルや表計算

ツールを使用してインポート を実行するほうが便利でし ょ う。

このタスクには、 次のよ うに FRS_Config.pl スク リプ ト を使用します。

• スク リプ トの実行時に [ エクスポート ] オプシ ョ ンを選択する と、 スク リプ トは

PropertyData ディ レク ト リに日付スタンプの付いた新しいファイルを生成します。

• スク リプ トの実行時に [ インポート ] オプシ ョ ンを選択する と、 スク リプ トは名前が

"FrameRelay_Switch_PVC_Property" で始まるファ イルを PropertyData ディレク ト リに

ロード します。

PVC 端点を準備する最も一般的な方法は、 短時間にネッ ト ワークをポーリ ングし、 収集した

データをエクスポート して、 変更が必要かど うかを調べるこ とです。 必要であれば変更し、 変更

後のファイルを一括フォームでシステムに再ロード します。 プロパティ ファ イルのフォーマッ ト

およびこれらのファ イルが保存される場所については、 『Frame Relay Report Pack ユーザーガ

イ ド』 を参照して ください。

ログオプシ ョ ン

Frame Relay CPE Datapipe には、 設定と ロギングレポートが含まれています。 このレポートは

RFRSCPE_ProcedureLog テーブルを読み込みます。 設定と ロギングレポートには、 データパイ

プ収集中に生成されたログメ ッセージが含まれます。 ログレベルのオプシ ョ ンは次のとおりで

す。

• レベル 0 － エラーメ ッセージのみ

• レベル 1 － 情報およびエラーメ ッセージ ( デフォルト )。

• レベル 2 － 完全なデバッグレベルの出力 

レベル 2 は、 収集に問題が発生した場合以外は推奨しません。 ログのレベルを変更するには、

フォームを使用するか、 コマンド行ユーティ リ ティ を実行します。

データフ ィルタ リングオプシ ョ ン

Frame Relay CPE Datapipe は、 インタフェースデータに関して、 プロ ミ スキャスモードまた

はデータフ ィルタ リ ングモードで動作するよ う設定できます。 プロ ミ スキャスモードでは、

データパイプはレポートパッ クのプロパティテーブルに関連するプロパティ行を作成し、 すべ
てのデータをレポートパッ クのベーステーブルにマッピングします。 データフ ィルタ リ ング

モードでは、 事前に規定されたデバイスのみ関連するプロパティ情報を更新でき、 事前に規定
された ( 既存の ) デバイスインタフェースに対してのみデータがレート テーブルからベーステー

ブルにマッピングされます。 デフォルトはプロ ミ スキャスモードです。 このモードが有効になっ

ている場合は、 次のよ うにな り ます。

• すべてのデバイスが、 レート テーブルからベーステーブルにマップされます。
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プロパティ規定オプシ ョ ン
• まだプロパティ情報を持っていないすべてのデバイスに対して、 新しいプロパティ レコード
が作成されます。

社内の別の資産管理システムから準備データをアップロードするこ とで、 大規模ネッ ト ワークを
管理していて、 正確に監視対象のデバイスを指定したい場合は、 データフ ィルタ リ ングモードの
使用を検討して ください。 このモードには次のよ うな利点があ り ます。

• 事前に準備されたプロパティ情報を持つデバイスのみがレート テーブルからベーステーブル
にマップされます。

• プロパティテーブルには、 管理対象外の一時インタフェースに関する新しい行は作成されま
せん。

データフ ィルタ リ ングモードの唯一の欠点は、 新しいインタフェースがネッ ト ワーク上に作成さ
れた場合に、 それらを自動的に監視できないこ とです。 データフ ィルタ リ ングモードの設定は次

のとおりです。

• 0 プロ ミ スキャスモード

• 1 データフ ィルタ リ ングモード

デフォルトのモードを無効にし、 データフ ィルタ リ ングを有効にするには、 フォームを使用する
か、 コマンド行ユーティ リ ティ を使用します。

プロパティ規定オプシ ョ ン

このオプシ ョ ンは、 記録されているプロパティ情報を更新する際の情報の優先度を決定します。 
デフォルトのモード ( モード 0) では、 NULL または不正なプロパティ情報のみが、 新し く収集

されたインタフェース情報によって更新されます。 モード 1 では、 すべての既存のプロパティ情

報が、 新し く収集されたインタフェース情報によって更新されます。 更新可能な列には、 ifType 
( インタフェースの種類 ) と ifSpeed ( インタフェースの速度 ) が含まれます。 

モード 0 がデフォルトで、 モード 1 はオプシ ョ ンです。 デフォルトモードを変更するこ とで、 プ

ロパティ規定値を再設定するには、 フォームまたは提供されているスク リプ ト を使用します。

ポーリングポリシーオプシ ョ ン

デフォルトのポーリ ングポ リシーでは実現できない高度な設定を必要と しない場合、 デフォルト
のポーリ ングポ リ シーまたはデータパイプグループを変更する必要はあ り ません。 この項では、

各ポーリ ングポ リ シーオプシ ョ ンと、 デフォル トの設定に対して実行できる簡単な変更について
説明します。 また、 複雑なポーリ ングルーチンに関する情報を記載し、 そのよ うなルーチンがい

つ必要になるのかを説明します。

Frame Relay CPE Datapipe は、 次に説明する 6 つのポーリ ングオプシ ョ ンをサポート していま

す。

ポーリ ングオプシ ョ ン 1 から 6 は、 MIB-II タイプのデータのポーリ ングを制御

します。 PVC 端点レベルでのポーリ ングは変更できません。 また、 このレベル

での指定インスタンスポーリ ングもサポート されません。 再インデッ クス化は、

よ り高レベルの MIB-II タイプの再インデッ クス化から派生しているため、 PVC
端点レベルでの再インデッ クス化のサポートは必要あ り ません。 
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ポーリングオプシ ョ ン 1: ACTIVE_ALL

ifAdminStatus が up(1) のフレーム リ レーインタフェースをすべてポーリ ングします。 その他の

インタフェースはポーリ ングされません。

ポーリングオプシ ョ ン 2: ACTIVE_MONITORED

ifAdminStatus が up(1) で、 Interface Reporting Report Pack のプロ ト コルデフォルト フォーム

の ifType の Monitored が On に設定されているすべてのインタフェースをポーリ ングします。 
ACTIVE_MONITORED は、 Frame Relay CPE Datapipe のデフォルトのポーリ ングポ リシー

です。

ポーリングオプシ ョ ン 3: ALL_INTERFACES

検出されたフレーム リ レーインタフェースを、 プロ ト コルが監視対象であるかど うか、
ifAdminStatus が up(1) であるかど うか、 およびインタフェースにポーリ ングのフラグが設定さ

れているかど うかに関わらず、 すべてポーリ ングします。

ポーリングオプシ ョ ン 4: ALL_MONITORED

Interface Reporting Report Pack のプロ ト コルデフォルト フォームの ifType の Monitored が

On に設定されているすべてのフレーム リ レーインタフェースをポーリ ングします。 このオプ

シ ョ ンは ACTIVE_MONITORED に似ていますが、 ifAdminStatus に関わらずポーリ ングする

ため、 ACTIVE_MONITORED ほど限定的ではあ り ません。 このオプシ ョ ンで特定のプロ ト コル

のポーリ ングを無効にするこ とはできますが、 ポーリ ングはすでに 4 つの ifType 値に限定され

ているため、 Frame Relay CPE Datapipe での使用は限られています。

ポーリングオプシ ョ ン 5: FLAGGED_FR

これは、 2 つの指定インスタンスポーリ ングオプシ ョ ンの 1 つ目のオプシ ョ ンです。 このオプ

シ ョ ンは、 poll_flag_FRSifEntry 値が 1 に設定されている場合に、 明示的に監視フラグが設定さ

れたインタフェースのみポーラーが監視するよ うに制限します。 このオプシ ョ ンは、 フレーム リ

レー固有のインタフェース上の ト ラフ ィ ッ クが、 OVPI の大部分を占めている場合にのみ使用し

ます。 一般的なインス トールにはお勧めしません。

ポーリングオプシ ョ ン 6: FLAGGED_IR

このオプシ ョ ンは Frame Relay CPE Datapipe の 2 つ目の指定インスタンスポーリ ングオプ

シ ョ ンです。 Interface Reporting Report Pack がインス トールされており、 ポーリ ングが

IRifEntry_Datapipe パッケージを使用して実行されている場合にのみ関連します。
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ポーリングポリシーオプシ ョ ン
このオプシ ョ ンは、 poll_flag_ifEntry 値が 1 に設定されている場合に、 明示的に監視フラグが設

定されたインタフェースのみポーラーが監視するよ うに制限します。 このオプシ ョ ンは、 監視対

象のインタフェース と NNM を同期し、 この同期を Frame Relay パッケージに反映させるのに

使用します。 Interface Reporting Report Pack 内で使用される指定インスタンスの設定を共有す

る と、 作業の重複を省く こ とができます。 このオプシ ョ ンは以下の場合に適しています。

• フレーム リ レー固有のインターフェイスのボ リ ュームが OVPI の大部分を占めている

• ポーリ ング対象となっているインタフェースの大部分について監視が必要ない

複数ポーラーの設定

複数のポーラーで Frame Relay CPE Datapipe を使用する場合は、 追加の設定が必要です。 標準

のインス トールでは、 1 つのポーラーに対して 8 つのグループとポーリ ングポ リシーが設定され

ます。 複数のポーラーを使用する場合は、 グループとポ リシーのセッ ト を追加するこ とが必要で

す。 

パッケージには、 2 つの追加のポーラー設定を簡単に作成できるインス トールスク リプ トが含ま

れています。 1 つのデータベースに対して 3 つ以上のポーラーを設定する必要がある場合には、

グループファイルとポ リ シーの追加セッ ト を生成しな くてはなり ません。

1 システムにログインします。 UNIX システムでは root でログインします。

2 FRSCPE_Datapipe.apディ レク ト リに移動します。

— UNIX: {$DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap

— Windows: {%DPIPE_HOME%}¥packages¥FRSCPE_Datapipe¥FRSCPE_Datapipe.ap

3 次のコマンドを実行します。 このコマンドは、 現在の Frame Relay ポーリ ングポ リシーを削

除して 2 つの新しいポ リシーのセッ ト (poller1 という名前のシステム用と poller2 という名

前のシステム用 ) を設定します。 下の追加のコマンドで、 デフォルトのポーリ ングポ リ シー

を再作成できます。

— 複数ポーラーに変更 :  trend_proc -f create_multipollers.pro

— デフォルトのポーラーにリセッ ト : trend_proc -f remove_multipollers.pro

4 ポーリ ングポ リシーの管理を起動し、 [ 編集 ]>[ データパイプのインス トール ] を選択します。

5 [ 作成 ] をク リ ッ ク して、 新しいポーラーを作成します。 各ポーラーのホス ト名と IP アドレ

ス ( 任意 ) を追加し、 [OK] をク リ ッ ク します。 

6 すべてのポーラーを追加したら、 [ 閉じる ] をク リ ッ ク して終了します。

7 左のパネルの [ すべて ] をク リ ッ ク してすべてのポーリ ングポ リシーを表示します。

8 新しい poller1 の各ポーリ ングポ リシー (FR で始まるポ リシー ) を、 ダブルク リ ッ ク して変

更します。

— [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller1 のホス ト名に変更します。

9 新しい poller2 の各ポーリ ングポ リシー (FR で始まるポ リシー ) を、 ダブルク リ ッ ク して変

更します。

— [ ポーリングの割り当て先 ] 設定を poller2 のホス ト名に変更します。
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第 3 章
10 メニューから [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ] の順に選択します。 表示されたダイアログの上の

ペインで [ 同じビュー内にあるすべてのノード ] を選択して、 下のペインで poller1 を選択しま

す。 [Edit] ボタンをク リ ッ ク します。 poller1 によって収集される ノードをビュー poller1 に

割り当てます。

11 メニューから [ 編集 ]>[ ポーリンググループ ] の順に選択します。 表示されたダイアログの上の

ペインで [ 同じビュー内にあるすべてのノード ] を選択して、 下のペインで poller2 を選択しま

す。 [Edit] ボタンをク リ ッ ク します。 poller2 によって収集される ノードをビュー poller2 に

割り当てます。

デバイスを、 2 つのポーラービューに重複して配置しないよ うにして ください。 デバイスが重複

している と、 システムが同じデータを 2 回収集しよ う と したと きに、 重複挿入エラーが発生しま

す。 また、 poller1 と poller2 の両方でシステムクロ ッ クが正し く設定されているこ とを確認して

ください。 ポーリ ングポ リシーの詳細については、 第 4 章 「ポーリ ンググループとポ リシー」 を

参照して ください。

アーカイブオプシ ョ ン

デフォルトでは、 記録した未処理のデータは、 差分値が計算された後アーカイブされません。 記
録した未処理のデータをアーカイブしないこ とで、 システムのパフォーマンスを大幅に向上さ
せ、 データベースの記憶容量の要件を最小にしています。 また、 システムが安定状態に達した

後、 db_delete_data などのデータ保守ルーチンが実行する動作も少なくな り ます。 

デフォルトの動作を変更し、 記録した未処理のデータのアーカイブを開始するには、 /OVPI/

lib/trendtimer.schedファ イル内の15分の収集時間に、以下のよ うに -Aオプシ ョ ンを追加し

ます。

修正前 

15 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect.exe -n -i 15
修正後 

15 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect.exe -n -i 15 -A
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4

ポーリンググループとポリシー

本章では、 次の項目について説明します。

• 「MIB-II 固有のポーリ ンググループ」

• 「ルールベースのポーリ ンググループ」

• 「フレーム リ レー ポーリ ンググループ」

• 「ポーリ ングポ リシー」

MIB-II 固有のポーリンググループ

Frame Relay CPE Datapipe は、 IFEntry Discovery Datapipe と同じ基本ポーリ ングタイプグ

ループを使用します。 これらのポーリ ングタイプグループは、 IFEntry Discovery Datapipe のイ

ンス トール時に作成されます。 ポーリ ングポ リシーの管理を使用して、 ポーリ ングタイプグルー

プを表示および変更できます。 

ポーリ ングタイプグループについて、 以下に説明します。 Frame Relay CPE Datapipe は、 これ

らのグループを使用して各ポーリ ング対象デバイス上のインタフェースをどのよ うに参照するか
を決定します。 デバイスのすべてのインタフェースがデータパイプによってポーリ ングされるわ

けではあ り ません。 データパイプは、 ifTypes が以下の値であるインタフェースの MIB-II データ

のみをポーリ ングします。

• 32

• 44

• 58

• 92 

GENMIB2IF_Datapipe

MIB-II をサポートするすべてのノードの最上位レベルのグループです。

index-by-ifAlias

GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト。 インタフェース識別子と して ifAlias を使用す

るすべてのノードを含みます。
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ルールベースのポーリンググループ
index-by-ifDescr

GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト。 インタフェース識別子と して ifDescr を使用す

るすべてのノードを含みます。

index-by-ifName

GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ ト。 インタフェース識別子と して ifName を使用す

るすべてのノードを含みます。 

index-by-ifIndex

GENMIB2IF_Datapipe グループのサブセッ トです。 このグループはデフォルトです。 
GENMIB2IF_Datapipe に属しており、 index-by-ifAlias、 index-by-ifDescr、 または index-by-
ifName には属さないすべてのデバイスが自動的にこのグループに含まれます。 デバイスが他の

index-by グループに割り当てられない限り ( この割り当ては、 タイプ検出によって自動的に、

ユーザインタフェースから、 またはスク リプ トによって行われます )、 デバイスはインタフェー

ス識別子と して ifIndex を使用するよ うデフォル ト設定されています。

このグループは手動で編集しないでください。 このグループは他のグループの論理的な組み合わ

せによるものです。

このグループは、 ポーリ ングの制御よ り も、 インタフェース識別子と して ifIndex を使用するデ

バイスを表示するこ とを目的と しています。 このグループは、 システムによって自動的に 1 時間

ごとに再編成されます。 デバイスを別のインデッ クスグループに再割り当てしても、 そのグルー

プの表示がすぐには消えない場合があ り ます。 ただし、 index-by-ifIndex のデータ収集は、

GENMIB2IF_Datapipe グループに属していてその他の 3 つのグループには属していないデバイ

スを リ アルタイムに表示するため、 デバイスは新しい index-by グループによってポーリ ングさ

れます。

ルールベースのポーリンググループ

上記で説明した 5 つの基本グループに加えて、 Frame Relay CPE Datapipe には基本グループか

ら派生した 4 つの追加グループがあ り ます。 各グループはポーリ ングルールを適用します。 これ

らのグループは、 ポーリ ングポ リシーの管理を使用して変更するこ とはできませんが、 SQL で

内容を表示できます。

通常のインス トールでは、 ネッ ト ワークの再インデッ クス化プロパティの識別
と、 正しいグループの割り当てを行うには、 IFEntry Discovery Datapipe で実

行される自動タイプ検出で十分です。

グループ名 データベースビュー 説明

ifAlias-FR KV_FRSifEntry_by_ifAlias ポーリ ングルールが割り当てられた index-
by-ifAlias グループから派生。

ifDescr-FR KV_FRSifEntry_by_ifDescr ポーリ ングルールが割り当てられた index-
by-ifDescr グループから派生。
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第 4 章
フレームリレー ポーリンググループ

IFEntry Discovery Datapipe によって提供される 4 つの個別の MIB-II 関連のポーリ ンググルー

プに加えて、 Frame Relay CPE Datapipe は下に説明する 4 つの追加ノードグループを作成して

使用し、 フレーム リ レー固有のデータをポーリ ングできるよ うにします。 

FRSCPE_Interfaces ノードグループ

フレーム リ レーデータ用の標準の RFC1315 MIB をサポートするすべてのデバイス。

FRSCPE_Interfaces_Cisco_DE ノードグループ

フレーム リ レーおよび Cisco 固有の Frame Relay MIB 用の標準 RFC1315 MIB をサポートする

すべてのデバイス。 追加の Cisco テーブルは、 廃棄適格カウンタおよび CIR 値を提供します。

FRSCPE_WAN780 ノードグループ

Bay WAN 780 MIB をサポートするすべてのデバイス。

FRSCPE_FRSW ノードグループ

Bay Frame Relay Switch MIB をサポートするすべてのデバイス。

ポーリングポリシー

Frame Relay CPE Datapipe の標準のインス トールでは、 合計で 8 つの新しいポーリ ングポ リ

シーが 15 分間隔で有効になり ます ( 複数ポーラーのサポート を有効にする必要がない限り これ

らのポ リシーは変更しないでください )。 次の表に示すよ うに、 各ポ リシーは MIB-II 固有グルー

プとフレーム リ レー固有グループを組み合わせています。

ifIndex-FR KV_FRSifEntry_by_ifIndex ポーリ ングルールが割り当てられた、
GENMIB2IF_Datapipe グループに属してい

て、 index-by-ifAlias、 index-by-ifDescr、 ま

たは index-by-ifName グループに属さない

デバイスから派生。

ifName-FR KV_FRSifEntry_by_ifName ポーリ ングルールが割り当てられた index-
by-ifName グループから派生。

グループ名 データベースビュー 説明

ポリシー
収集されるデータのテーブ
ルエイリアス名 収集元のグループ名

FR_ifAlias_Collection rV_FRSifEntry_ifAlias ifAlias-FR

FR_ifDescr_Collection rV_FRSifEntry_ifDescr ifDescr-FR
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ポーリングポリシー
Frame Relay CPE Datapipe は、 IFEntry Discovery Datapipe プロパティテーブル

K_IFEntry_Disc に poll_flag_FRSifEntry という名前のフラグ列を追加します。 このフラグは、

指定インスタンスポーリ ングの制御用に準備できます。 詳細は、 第 3 章 「データパイプの設定」

を参照して ください。

FR_ifIndex_Collection rV_FRSifEntry_ifIndex ifIndex-FR

FR_ifName_Collection rV_FRSifEntry_ifName ifName-FR

FR_RFC1315_Collection xFRSCPE_RFC1315_pvc FRSCPE_Interfaces

FR_Cisco_frCircuit_Collection xcfrCircuit FRSCPE_Interfaces_Cisco_DE

FR_Bay_SW_Collection xFRSCPE_FRSW_pvc FRSCPE_FRSW

FR_Bay_WAN780_Collection xFRSCPE_WAN780_pvc FRSCPE_WAN780

ポリシー
収集されるデータのテーブ
ルエイリアス名 収集元のグループ名
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5

SNMP 収集の詳細

本章では、 次の項目について説明します。

• 各 SNMP 収集で収集されるデータのタイプ

• 各 TEEL ファ イル内の OID

SNMP 収集

Frame Relay CPE Datapipe は 5 つの SNMP 収集を実行します。 収集されるデータのタイプお

よび TEEL ファ イルへのパスについては、 以下を参照して ください。 

SNMP 収集 1: FRSifEntry

データのタイプ

ifType = 32、 44、 58、 または 92 のインタフェース用の MIB-II 収集

TEEL ファイルへのパス

{DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap/r_FRSifEntry.teel

SNMP 収集 2: FRSCPE_RFC1315_pvc

データのタイプ

送信フレームおよび受信フレームなどの、 RFC1315 をサポートするすべてのデバイスの一般

Frame Relay PVC 端点データ。

TEEL ファイルへのパス

{DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap/
xFRSCPE_RFC1315_pvc.teel
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SNMP 収集
SNMP 収集 3: FRSCPE_FRSW_pvc

データのタイプ

送信フレームおよび受信フレームなどの、 Bay デバイスの一般 Frame Relay PVC 端点データ。

TEEL ファイルへのパス

{DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap/
xFRSCPE_FRSW_pvc.teel

SNMP 収集 4: FRSCPE_WAN780_pvc

データのタイプ

送信フレームおよび受信フレームなどの、 Bay デバイスの一般 Frame Relay PVC 端点データ。

TEEL ファイルへのパス

{DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap/
xFRSCPE_WAN780_pvc.teel

SNMP 収集 5: xcfrCircuit

データのタイプ

Cisco Frame Relay MIB をサポートするすべてのデバイスの、 CIR、 廃棄適格フレームの着信数

と発信数を含む追加の PVC 端点に関するデータ。

TEEL ファイルへのパス

{DPIPE_HOME}/packages/FRSCPE_Datapipe/FRSCPE_Datapipe.ap/xcfrCircuit.teel
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第 5 章
TEEL ファイル内のオブジェク ト ID

次の表に、 各 TEEL ファ イル内のオブジェク ト ID (OID) の一覧を示します。

収集名 OID リス ト

FRSifEntry 1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.1
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.4
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.5
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.6
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.7
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.8
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.9
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.10
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.11
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.12
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.13
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.14
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.15
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.16
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.17
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.18
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.19
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.20
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.21
1.3.6.1.2.1.2.2.1.1.22
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.1
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.6
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.7
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.8
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.9
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.10
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.11
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.12
1.3.6.1.2.1.31.1.1.1.18
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TEEL ファイル内のオブジェク ト ID
FRSCPE_RFC1315_pvc 1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.1
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.2
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.3
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.4
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.5
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.6
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.7
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.8
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.9
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.10
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.11
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.12
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.13
1.3.6.1.2.1.10.32.2.1.14

FRSCPE_FRSW_pvc 1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.2
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.3
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.4
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.24
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.25
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.26
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.27
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.28
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.29
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.30
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.31
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.32
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.33
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.34
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.35
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.36
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.37
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.38
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.41
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.42
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.43
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.44
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.45
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.46
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.47
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.6.7.1.48

収集名 OID リス ト
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第 5 章
FRSCPE_WAN780_pvc 1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.1
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.2
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.3
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.4
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.5
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.6
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.7
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.8
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.9
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.10
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.11
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.12
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.13
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.14
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.15
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.16
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.17
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.18
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.19
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.20
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.21
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.22
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.23
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.24
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.25
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.26
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.27
1.3.6.1.4.1.18.3.5.9.9.2.1.28

xcfrCircuit 1.3.6.1.4.1.9.9.49.1.2.1.1.1
1.3.6.1.4.1.9.9.49.1.2.1.1.2
1.3.6.1.4.1.9.9.49.1.2.1.1.3
1.3.6.1.4.1.9.9.49.1.2.2.1.17

収集名 OID リス ト
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